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次の方々にご協力いただきました。 
・半田市文化財専門委員⾧ 河合克己 氏 
・平成 28 年度半田市立博物館講座「文化財を描こう 半田市立博物館」参加者の皆さん 
・平成 28 年度半田市立博物館中学生職場体験学習参加者の皆さん 

近世以降、醸造のまちとして栄えた半田。 
ここでは、酢の醸造に使用していた用具や 
樽屋た る や道具等の歴史的郷土資料を展示し、 
伝統の酢づくりの工程を再現しています。 

▲ 六 尺 貯 蔵 桶ろくしゃくちょぞうおけ 
粕かす酢ず を熟成貯蔵するための桶おけ。 
直径が 6 尺（約 1.8ｍ）。 

▲樽屋たるや道具 昔の醸造場には専属の樽たる職人がおり、樽たる・桶おけの製造や修理をしていました。 
➊ 半田の酢醸造用具【重要有形民俗文化財】 

半田市において、江戸時代から製酢業を営んでいた中埜家が、酢の醸造に使用していた 
用具を分類・整理したもの。 
半田市立博物館の開館にあわせて、株式会社中埜酢店（現株式会社 MizkanHoldings） 
から寄贈されました。 
平成 28 年 3 月 2 日に、国の重要有形民俗文化財に指定。酢の醸造としては全国初。 

➊ 世界の酢 

商家 

➊ 
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樽屋道具 酢の製造工程 

商標看板等 
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導 入 展 示 室 半田の歴史と文化財、半田ゆかりの文化人、 
はんだのあゆみを展示や映像で紹介しています。 

➊ 三筋壺さ ん き ん こ【市指定文化財】 
半田市新 野 町にいのちょう地内⾧ 成 池ながなりいけ古窯こようから 
出土した鎌倉時代初期の壺。 
茶色の地肌に、口から肩にかけて流れる 
緑色の自然釉しぜんゆうが美しいコントラストを 
つくっています。 

▲側面から見たもの 
 見飽きることのない色や
かたちの美しさ、三筋壺さんきんこ

の名前の由来でもある 
3 本の横筋にも注目。 
 

▶正面から見たもの 

自然釉しぜんゆうって何？ 
焼く過程で器物にかかった 
灰が溶けてガラス質に変化 
したもの。自然の釉薬です。 ➊ 

半田の歴史と文化財 
映像コーナー 

半田ゆかりの文化人・ 

はんだのあゆみ 
この見どころガイドに使用している展示の挿し絵は、博物館講座 
「文化財を描こう」に参加した子どもたちの作品です。       
子どもたち一人ひとりに、お気に入りの展示を描いてもらいました。 
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常設展示室Ⅰ 常設展示室Ⅱ 知多半島の自然と、原始・古代から近代までの 

あゆみを知るための様々な展示があります。 

半田の春は山車祭りから始まります。 

ここでは、春の祭礼で曳き廻される市内の現役の 

山車の実物展示を始めとした、半田の祭礼について 

の展示を行っています。 

➊ 半田の山車展示 

市内 31 輌の山車【亀崎潮干祭の 5 輌は

県指定文化財、他26輌は市指定文化財】

を順番に 1 輌ずつ、1 年を通じて 3 輌 

展示。 

展示室は吹き抜けになっており、2 階 

から山車の組み上げと解体の様子も 

見学できます。 

➊ 知多半島の自然 

知多半島の地層やそこから産出した海生動物の

化石、動植物のジオラマ、昆虫・干潟の生物の

標本等を展示。映像やパネルクイズもあります。 

◀知多半島の丘 陵と湿 地
きゅうりょう しっち

の動植物のジオラマ 

➎ 半田の近代の移り変わりと生活用具 

文明開化、近代産業、陸海軍大演習、 

戦時下等の慶応・明治・大正・昭和 

の資料を展示。 

(上・下・左) 

下半田南組護王車
ごおうしゃ

 

➍ 近世の知多半島の生産用具 

海運業等で使用した和船の縮小模型、農業 

や新田開発で使用した農具・水利道具で 

ある龍骨車
りゅうこし

等を展示。 

▼川舟[模型] 

上 山
うわやま

 

胴 山
どうやま

 
● 

前山 

台輪
だいわ

 

知多型の山車の特徴は？ 

構造は上山
うわやま

と胴山
どうやま

・前山の 

2 層構造で、車輪(ゴマ)は 

狭い路地も曳き廻せるよう

内輪式になっています。 

◀後方から 

見たもの 
 

迫力ある山車を 

正面だけでなく、 

左右・後方・上 

からも見ること 

ができます。 

コガモのオスとメス。 

色や模様が異なるよ。  

 

➋ 知多半島の原始・古代・中世の文化遺産 

市内遺跡から出土した遺物、海岸部ならではの 

製塩土器、知多窯の碗
わん

や甕
かめ

等を展示。 

➌ 半田市所在の仏像 

木造阿弥陀如来立像
もくぞうあみだにょらいりゅうぞう

【重要有形文化財】を始めと 

した市内所在の仏教彫刻の複製を展示。 

(左・中)木造阿弥陀如来立像
もくぞうあみだにょらいりゅうぞう

[複製] (右・下)薬師如来座像
やくしにょらいざぞう

[複製] 

 
木造阿弥陀如来立像
もくぞうあみだにょらいりゅうぞう

は左足をやや前に出し、 

薬師如来座像
やくしにょらいざぞう

は左手に薬壺
やっこ

を持っているよ。 

 

製塩土器は上に海水を

入れ、尖った部分を 

砂浜の焚き火に刺して

使います。 
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(左)柊古墓址
ひいらぎこぼし

出土大 甕
おおがめ

、 

(中)中 蓮古 墳
ちゅうれんこふん

出土横 瓶
よこべい

 

(右)松崎貝塚出土製塩土器[複元] 

仏
像 


